
　　焼入れ境界検出

１、検出内容
　　　下図１において、測定部（左側）端面より0.5ｍｍ刻みにセンサを動かし焼きの入り始めの位置を検出する。
　　図２に示すように、端面より２．５～３．５の範囲に焼きの入り始めがあるものを良品とする。
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２、検出データ
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